
環境に配慮しながら

みどりの食料システム戦略緊急対策交付金/みどりの食料システム推進交付金
グリーンな生産体系加速化事業のうち

グリーンな飼養体系加速化事業

奈 良 県
必 着

要望調査のお知らせ

飼養体系を見直しませんか？
～ 飼養体系の検証、飼養マニュアルの作成等を支援します ～

令和7年度補正予算/令和８年度当初予算

奈良県 食農部 畜産課 防疫衛生・畜産振興係

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/l_tiku_manage/250515.html

問合せ ☎ 0742-27-7450

事業詳細

事業の詳細等は農林水産省のホームページをご確認ください。

グリーンな飼養体系

本事業のメリット

⚫アミノ酸バランス改善飼料やGHG削減に資する飼料添加物、バイパスアミノ酸の
本格導入前に、品質への影響や効果、費用、労力などの心配な点を確認できます。
検証の結果、技術導入が難しいと分かった場合でも、要因分析をすれば検証等の費用は助成対象となります。

産地に適した環境にやさしい飼養技術＊やその生産性等への影響を検証して、

新たな飼養体系（グリーンな飼養体系）の普及に向けたグリーンな飼養マニュアル

と産地戦略を策定する事業
＊ アミノ酸バランス改善飼料、曖気抑制に資する飼料添加物、バイパスアミノ酸によるGHG削減技術

事業
概要

実施
主体

協議会、都道府県、市町村、農業協同組合
農業者に加えて、都道府県（普及組織）または 農業協同組合（営農指導事業担当）が
事業に参加すること

支援
内容 検討会の開催

環境負荷低減の取組方針の検討、技術の検証内容の検討、先進地調査など

グリーンな飼養体系の検証
新たに取り入れる技術の効果、労力、費用、家畜への適合性などの検証

飼養マニュアル・産地戦略の策定
検証結果を踏まえた飼養マニュアルの作成、普及に向けた産地戦略（５年計画）の策定

情報発信
飼養マニュアル・産地戦略の情報発信、セミナーの開催、産地取組の情報発信など

グリーンな飼養体系の検討 〈必須〉 定額支援：300万円まで
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